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時 代      西
せい

  暦
れき

         須坂では 

江戸
え ど

時代
じ だ い

        ～１８６７   堀という殿様がいた時代 

明治
め い じ

時代
じ だ い

    １８６８～１９１２   須坂の製糸業の始まり 

大正
たいしょう

時代
じ だ い

   １９１２～１９２６   製糸業の全盛期 

昭和
しょうわ

時代
じ だ い

    １９２６～１９８８   電子工業の時代 

平成
へいせい

時代
じ だ い

    １９８９～       君たちの時代 

 

 

 

 

 

須坂は、明治
め い じ

時代
じ だ い

から昭和
しょうわ

時代
じ だ い

のはじめにかけて「煙突
えんとつ

から出る煤煙
ばいえん

とまゆを煮る臭

い」に包まれた製糸業
せいしぎょう

（まゆから糸を取る仕事）を中心とした「糸の町」でした。 

特に明治
め い じ

時代
じ だ い

おわりから大正
たいしょう

時代
じ だ い

には、製糸業のおかげで、周
まわ

りのまちより早く、

電気
で ん き

・電話
で ん わ

・鉄道
てつどう

・上下
じょうげ

水道
すいどう

・都市
と し

公園
こうえん

・学校
がっこう

施設
し せ つ

・病院
びょういん

・銀行
ぎんこう

などの整備
せ い び

事業
じぎょう

が行わ

れました。その中心でがんばったのが「製糸王
せいしおう

」といわれる越寿
こしじゅ

三郎
さぶろう

でした。 

今の須坂があるのは、製糸業を通じ須坂の繁栄
はんえい

の基礎
き そ

を築
きず

いた先人
せんじん

（昔の人）たちの

知恵
ち え

と行動力
こうどうりょく

そして絶対
ぜったい

にあきらめないという気持ちによるものです。  

 「須坂
す ざ か

、横浜
よこはま

、ヨーロッパ」という言葉があります。須坂産の生糸
き い と

（シルク）は横浜港
よこはまこう

からヨーロッパ、アメリカに輸出
ゆしゅつ

されました。 
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越寿三郎は、須坂の豪農
ごうのう

小田切家の三男
さんなん

に生まれ、２０歳で越家の養子
よ う し

になりました。

最初はまゆの仲買人
なかがいにん

（まゆを仕入れて工場に売る人）をやって、製糸
せ い し

のことを勉強して

２４歳で２６釜
かま

の小さな製糸工場をつくりました。３１歳の時に２１４釜、４４歳の時

には１,１３５釜
かま

を持つ大工場（山丸組）の社長さんになっています。また埼玉県
さいたまけん

大宮
おおみや

工場
こうじょう

や愛知県
あいちけん

安城
あんじょう

工場
こうじょう

、新潟
にいがた

県村上
けんむらかみ

など長野県外にも進出
しんしゅつ

しています。 

その当時の新聞では「氏
し

は眼中
がんちゅう

ただ製糸の事あるのみ…逆 境
ぎゃっきょう

にあうも耐
た

え、年毎
としごと

 

に発展
はってん

の気勢
き せ い

を示
しめ

し…その規模
き ぼ

の拡大
かくだい

驚
おどろ

くのほかなし…」（越寿三郎は製糸の事だけを

真剣
しんけん

に考えて、苦しい時にも一生懸命
いっしょうけんめい

がんばって、毎年工場を大きくしていくのは、た

だ驚くばかりだ…）と書いてあります。また「個人
こ じ ん

経営
けいえい

の製糸家
せ い し か

としては全国にならぶ

ものなく山丸組
やままるぐみ

製糸
せ い し

王国
おうこく

と称されるに至
いた

った…」（株式
かぶしき

会社
がいしゃ

のようなものではなく、一人

で経営
けいえい

している会社では日本一だ…）とも書かれています。 

工場を大きくするために越寿
こしじゅ

三郎
さぶろう

はいろいろな事をしてきました。それが今でも須坂

の財産
ざいさん

であり、みんなのために役立
や く だ

っています。 

 

 

 

 

製糸
せ い し

結社
け っ し ゃ

（小さな工場を集めてみんなでやる会社）「俊明社
し ゅ ん め い し ゃ

」社長 

須坂には明治８年（1875）に「東行社
とうこうしゃ

」（須坂の糸が東へ行くから）という製糸結社が

つくられました。（日本で最初
さいしょ

の組合）  
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しかし大きくなりすぎて仲間割れしてしまい、新しく製糸結社「俊明社
しゅんめいしゃ

」が誕生しま

した。そこの社長さんが越寿
こしじゅ

三郎
さぶろう

です。 

須坂には「東行社
とうこうしゃ

」と「俊明社
しゅんめいしゃ

」の２つの大きな組合が誕生
たんじょう

し、須坂の生糸
き い と

を有名

にしました。でも、すごいのは、この２つの組合がいつも連絡
れんらく

を取り合って、同
どう

レベル

の品質
ひんしつ

やより優良
ゆうりょう

な生糸
き い と

をつくるために努力した事です。 

 

どうしてつくったの？ 

須坂には小さな工場がいっぱいあって、生糸
き い と

の太さや光沢
こうたく

（色やつや）がばらばらで、

品質が悪く生糸
き い と

を高く買ってもらえませんでした。 

そのため生糸
き い と

の品質
ひんしつ

の均一化
きんいつか

と共同
きょうどう

出荷
しゅっか

をするためにつくられた会社です。 

 

 

 

 

 

 

俊明社のラベルで出荷                    

 

 

東行社も同じ仕組
し く

みです。 

 

越寿三郎は、生糸
き い と

を高く買ってもらえるよう、また小さな会社を倒産
とうさん

させないように

一生懸命
いっしょうけんめい

努力
どりょく

しました。 

また従 業 員
じゅうぎょういん

やまちの人のために総合
そうごう

病院
びょういん

「俊明社
しゅんめいしゃ

病院
びょういん

」を太子町
たいしまち

につくりました。 
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須坂に電気を灯
とも

した 

明治３６年（1903）に信濃
し な の

電気
で ん き

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

（今の中部
ちゅうぶ

電力
でんりょく

）をつくりました。 

 

どうしてつくったの？ 

製糸工場の石油
せ き ゆ

ランプによる火災
か さ い

を防
ふせ

ぎ、より明るくして仕事をしやすくするために

電気をつくりました。その後、水車
すいしゃ

や蒸気
じょうき

にかわり動力
どうりょく

としても使いました。長野県の

製糸工場で電気を動力
どうりょく

として使ったのは須坂の製糸工場が初めてでした。 

 

須坂に電話を開設
かいせつ

した 

 須坂に電話が引かれたのは、長野市
な が の し

より１０年も早かった。 

東行社
とうこうしゃ

が主体
しゅたい

の事業
じぎょう

でしたが、越寿三郎も大きくかかわりました。 

 

どうしてつくったの？ 

製糸工場同士の連絡
れんらく

を早くしたり、生糸
き い と

のできぐあいなどの指導
し ど う

をするために電話が

導入
どうにゅう

されました。 

 

須坂に水道をつくった 

 明治２０年（1887）に須坂に初めて水道
すいどう

が引かれた。 

 

どうしてつくったの？ 

 製糸工場で使う水や生活で使う水は、川や井戸
い ど

の水でした。ところが明治１９年に須

坂にコレラ（原因
げんいん

は水）が流行
りゅうこう

したため製糸工場は２０日間も仕事ができなくなりまし
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た。雑菌
ざっきん

のない良質
りょうしつ

な水を確保
か く ほ

するために水道が引かれました。 

 

道路と鉄道の整備 

 村山橋
むらやまばし

や長野
な が の

電鉄線
でんてつせん

をつくるのに努力しました。 

 

どうしてつくったの？ 

 須坂から生糸を運ぶには、馬車で村山まで行って、舟で千曲川を渡り、長野から汽車
き し ゃ

で

横浜まで運んでいたので、千曲川が増水
ぞうすい

した時は荷物が出せませんでした。 

 越寿三郎はじめ製糸家
せ い し か

たちは、その不便を解消
かいしょう

するために千曲川に村山橋を架
か

けまし

た。そして時間や労力
ろうりょく

を減らすために大正１５年（1926）長野電鉄と一緒に鉄道
てつどう

もつく

りました。 

 

銀行
ぎんこう

をつくる 

 製糸家
せ い し か

のための銀行
ぎんこう

が須坂に多くつくられました。  

越寿三郎がつくった銀行は「上高井
かみたかい

銀行
ぎんこう

」で、今の八十二銀行になりました。 

 

どうしてつくったの？ 

 製糸家たちがまゆを買ったりするためのお金を貸
か

してやるためです。 

生糸をつくるために必要なお金の８０％は“まゆ”の購入費
こうにゅうひ

だといわれています。 

良い生糸をつくるには、良いまゆが必要
ひつよう

でした。だからお金がたくさんかかりました。 
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学校をつくる 

 大正１５年（1926）に息子の越泰蔵
こしやすぞう

を設立者
せつりつしゃ

として、私立
し り つ

須坂
す ざ か

商 業
しょうぎょう

学校
がっこう

（今の須坂
す ざ か

商 業
しょうぎょう

高校
こうこう

）をつくり、自分は学校
がっこう

経営
けいえい

の顧問
こ も ん

になりました。 

 

どうしてつくったの？ 

 学校の中での勉強と自分で体験
たいけん

して得
え

る勉強がとっても大切だと考えたからです。 

そして少人数
しょうにんずう

で生徒ひとりひとりの能力
のうりょく

を引き出しすことを大事
だ い じ

にしました。 

 最初の入学生は４３人で、最初の校長先生は九 州
きゅうしゅう

の小倉
こ く ら

商 業
しょうぎょう

学校
がっこう

から来ました。 

そのほかにも、越寿三郎は工場で働
はたら

く小さな（１２歳くらいから働いていた）女工
じょこう

さん

たちを須坂小学校に通わせ、義務
ぎ む

教育
きょういく

の勉強を教えました。 

 

 

須坂
す ざ か

小唄
こ う た

をつくりました 

 工場の歌として「須坂小唄」を中山
なかやま

晋平
しんぺい

・野口
の ぐ ち

雨情
うじょう

に頼んでつくりました。 

この歌は「新民謡
しんみんよう

」という日本で一番最初につくられた歌です。 

今でもカッタカタまつりで、みんな踊
おど

っているよね。 

 

どうしてつくったの？ 

 工場で働く人たちが、楽しく、元気に、一生懸命
いっしょうけんめい

働いてもらいたいからつくりました。 
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人を大切にしました 

 ● 「工女
こうじょ

は資本
し ほ ん

だ」といって、毎年年始
ね ん し

には従業員の家をまわって挨拶
あいさつ

して歩きま

した。 

 ● 病気になった人は必
かなら

ず病院
びょういん

で治
なお

してから家に帰
かえ

しました。 

 ● 食事を十分
じゅうぶん

に与え、寄宿舎
きしゅくしゃ

（従業員の住んでいる所）の衛生
えいせい

管理
か ん り

をしっかりやり

ました。（食事代はすべて会社で負担
ふ た ん

しました） 

● 従業員の大運動会や旅行などの娯楽
ご ら く

の時間も必ずつくりました。 

● いつも仲間
な か ま

の意見
い け ん

を聞いて、みんなで協議
きょうぎ

して仕事をしていました。 

  

いつも前向きでした 

 ● どうしたら良質
りょうしつ

の生糸が大量
たいりょう

生産
せいさん

できるかいつも考えていました。 

 ● 苦難
く な ん

にあったときは、常に乗り越えた時の事を想像して対処
たいしょ

しました。 

  〔世界大
せかいだい

恐慌
きょうこう

（世界が貧乏になったとき）の時は、大量生産から良質少生産に考え

方を切
き

り替
か

え、乗り切りました〕 

 ● 製糸
せ い し

産業
さんぎょう

発展
はってん

のために、いつも情報
じょうほう

を取り、常に新しいことに挑戦
ちょうせん

しました。  

 ● 過去
か こ

の経験
けいけん

を忘れないで、これからの時代をいつも先取りしていました。 

  

製糸と一緒に町にも元気を与えました（経済
けいざい

効果
こ う か

） 

 ● 食事の材料などを須坂から調達
ちょうたつ

してたので、八百屋
や お や

さんや魚屋さんは繁昌
はんじょう

しま
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した。 （須坂の人口が、14,000 人のころ、山丸組には 3,600 人いた） 

● 女工さんたちは、須坂の呉服屋
ご ふ く や

さんや化粧品屋
けしょうひんや

さんでいっぱい買い物をしました。 

そのほか、糸枠
いとわく

製造
せいぞう

などの工業
こうぎょう

や劇場
げきじょう

、映画館
えいがかん

なども繁昌
はんじょう

しました。 

 ● 仕事のお客さんがいっぱい来たので、食べ物屋さんや飲み屋さん、宿屋
や ど や

さんがい

っぱいあり、そこで働いている人もたくさんいました。 

 

厳
きび

しい部分もありました 

 ● 女工さんたちに、仕事で賞罰
しょうばつ

（ほめたり、おこったり）を与えていました。 

● 良い生糸をつくった人には賞金
しょうきん

、悪い生糸をつくった人には罰金
ばっきん

。 

● 良い生糸をつくると白い札、悪い生糸だと赤い札に点数をつけて後ろに貼
は

りだす。 

● 個人個人の仕事量（成績
せいせき

）を大勢
おおぜい

の人が通るところに貼
は

りだす。 

（人間は他人には負けたくないという気持ちを利用して、競争
きょうそう

させて良い生糸
き い と

を 

みんながつくれるようにしていた。工場同士でも競争していました） 

 

須坂に文化をつくりました 

大きなまゆ蔵、立派な建物など、これからの須坂の観光やふるさとの大切な遺産
い さ ん

と

みんなの自慢
じ ま ん

できるものをたくさん残してくれました。 

これからも大切
たいせつ

にしていきましょう。 
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（山丸組を除く） 

 

長野
な が の

製糸
せ い し

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 創立 社長 （須坂・長野市吉田） 

信越
しんえつ

製糸
せ い し

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 創立 社長 （新潟県村上市） 

信濃
し な の

電気
で ん き

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 創立 社長 （中部電力の前身） 

信越
しんえつ

窒素
ち っ そ

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 創立 社長 （信越化学の前身） 〔石炭
せきたん

窒素
ち っ そ

の製造〕 

信越カーバイト株式会社 社長 （吉田・柏原）   〔原料木炭や酢酸
さくさん

石炭
せきたん

の製造〕 

俊
しゅん

 明
めい

 社
しゃ

       社長 

上高井
かみたかい

銀行
ぎんこう

筆頭株主・六十三銀行取締役 （八十二銀行の前身） 

須坂
す ざ か

生糸
き い と

同業
どうぎょう

組合
くみあい

 創立 組合長 

長野県
ながのけん

生糸
き い と

同業
どうぎょう

組合
くみあい

  評議員
ひょうぎいん

  

須坂
す ざ か

商 業
しょうぎょう

学校
がっこう

  創立 顧問
こ も ん

 （須坂商業高校の前身）〔初代校主、二男泰蔵に任す〕 

高井
た か い

倉庫
そ う こ

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 創立 社長                        

その他各界
かっかい

公益
こうえき

事業
じぎょう

に貢献
こうけん

する 

昭和７年３月１１日に６９歳で他界
た か い

しました。 

 

越寿三郎のつくった会社や学校は、 

今もみんなの役に立っています。 
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（臥竜山昇竜坂） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どんな苦労があっても、どんなにつらくても、ただ須坂が良くなる事を考えて、 

一生懸命
いっしょうけんめい

がんばったすばらしい人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


